
神奈川県立旭高等学校同窓会 都筑会 第４回定期総会 議事録 

会 場 神奈川県立旭高等学校 Ａ棟４階 １４Ｒ教室 都筑祭会場 

日 時 平成 30年 9月 9日（日）13：00～14：00 

出席者 

敬称略 

順不同 

会員 12 名 

正 会 員：北井(1期)･広瀬(6期)･北川(8期)･阿部(10 期) 

役   員：若尾会長、小藤副会長、原会計、鈴木会計 

岡田会計監査（以上 2期）、簾長会計監査（6期） 

特 別 会 員：古谷校長、都丸副校長 

来   賓：川原 PTA副会長、岡野 PTAOB会副会長、佐々木 PTAOB会副会長 

議事の審議に先立ち、議長、書記の選出を行った。立候補者がいなかったため、小藤副会長から議長に

広瀬（6期）、書記に阿部（10期）を推薦し全会一致で承認された。 

議事 

（１） 平成 29年度活動報告 

 資料 P1～P3に基づき若尾会長から報告。 

 阿部（10期）から卒業生のイベント等告知・報告に次の追加あり、併せて承認された。 

  10期同期会 平成 30年 6月 9日（土） 横浜西口 天草 

（２） 平成 29 年度決算報告 

 資料 4～6 に基づき鈴木会計から会計報告、岡田会計監査から監査報告がされ承認された。 

（３） 会則変更について 

資料 P7～P8 に基づき若尾会長から説明。 

 北井（1 期）から「1 期大山氏に相談役への就任依頼し、承諾を得ていると思われるので、第 6 条に会

員からの相談役を委嘱できるよう、改正が必要である。」との提案があり、以下の通り改正することが

併せて承認された。 

 第 6 条 ４ 相談役は、役員会の決議に基づき、本校の校長及び職員、並びに会員の中から 

会長が委嘱する 

（４）同期会支援規則の制定について 

 資料 P9 に基づき若尾会長から説明。以下の質疑を経て承認された。 

 

問：助成対象が卒業期で１回というのは申請しにくいのでは？期の中で複数の集りがあったときに早い

もの勝ちになる可能性があるので、検討してほしい。（８期北川） 

答：期ごとのまとまりを期待しているので、申請は期ごとに１回としていることを理解してほしい。 

問：成人が１８歳になると成人式を契機とした最初の同期会という設定が難しくなるのでは？ 

（８期北川） 

答：飲酒が可能になるのは２０歳と変わらないので、そこは様子を見て考えたい。趣旨は、    

卒業後最初の同期会に対しての支援、という趣旨である。 



 

（５）平成３０年度事業計画（案）について 

 資料 P10 に基づき若尾会長から説明。以下の質疑を経て承認された。 

問：部活動を応援する横断幕等の設置については、早く確実に実施できるようにしてほしい。 

                                  （川原 PTA 副会長） 

答：実施方法については、今後学校側と相談していきたい。 

（６）平成３０年度予算案について 

 資料 P11～12 に基づき若尾会長から以下の修正を含めて説明。以下の質疑を経て承認された。 

 修正：予備費額 誤 673,220- → 正 603,220- 

問：HP を業者に依頼するとの事だが、この予算額で可能なのか？（川原 PTA 副会長） 

答：同窓生（2 期）の中で HP 関係の仕事をしている方がおり、依頼できる見込みである。 

問：会則改正では役員への支給が「交通費」とはなっていなかったが、予算案では「交通費」となって

いる。（川原 PTA 副会長） 

答：予算案摘要欄の記載を「役員手当とする。」 

問：役員手当の積算根拠は？ （10 期阿部） 

答：1 回 1,000 円の想定なので、3 回の役員会に 5 名ずつ役員が参加することを見込んだ。 

（７） 会長・副会長選出の件 

 本年度は役員改選期にあたるため、改選の議事が行われた。 

資料 P13 に基づき若尾会長から推薦し、承認された。 

会 長 小藤 秀樹（2 期） 

副会長 若尾 恵子（2 期） 

副会長 原初 美佐（2 期） 

（８） 書記・会計・会計監査選任の件 

資料 P14 に基づき小藤新会長から以下の方々に委嘱した旨、報告された。 

書  記 若尾 恵子（2 期） 俵頭 亮一（2 期） 

会  計 鈴木恵美子（2 期） 露崎 秀一（2 期） 

会計監査 岡田 信子（2 期） 簾長 佳実（6 期） 

以上ですべての議題の審議が終了したので、議長･書記が解任され、平成 30年度の定期総会は終了した。 

 


